
総合型選抜 2022 年度過去問題 看護学科 

 

次の図１と文を読んで、あとのコロナ禍における人口の減少に対する問いに答えなさい。 

 

 

図 1. 出生数の推移(1950 年から 2019年まで,2020 年は推定件数) 

 

 

出典：「今年の出生数、85万人割れ見通し コロナで少子化加速 」朝日新聞デジタル (asahi.com) 浜田知宏 

2020年 12月 28 日 6時 30分 

 

（多事奏論）出生数・婚姻数の急減 人口減で国は滅びるか 原真人 

 

コロナ禍のもとで日本でも世界でも出生数が急減している。おまけに結婚カップルまで減ってい

ると聞けば日本の未来が心配になる。人口動態統計速報によると、２月までの１年間の国内婚姻数

は５１万件。直前の１年間に比べ２割減ったことになる。 

外出自粛、ソーシャルディスタンスの推奨で人と人とが親交を深める機会は著しく減った。恋愛

や結婚のチャンスも当然少なくなる。これではますます人口減に拍車がかからないか。国立社会保

障・人口問題研究所（社人研）の林玲子副所長にそう尋ねると「長期的影響はまだわかりません」という。 

かつてスペイン風邪やアジア風邪の大流行後にプチ・ベビーブームがあった。今回も同様のケー

スはありうる。一方でそうならない可能性もある。非正規雇用で生活が不安定な人たちが、経済的

事情から結婚や出産をあきらめるかもしれないからだ。 

「産みたいのに産めない社会にしないことが大切。そのための政策的サポートが必要です」と林

氏は言う。その通りだ。産むことを選択できる基本的人権が脅かされるような社会であっては絶対

にいけない。 

＊ 

そこで、はたと考える。政府や経済界は人口対策で何をめざしているのか。基本的人権を守るた

めか。そうは思えない。 

外国人労働者の受け入れ拡大を求める経済界が望むのは「安い労働力」であって、社会保障負担



が伴う「国民」の増加では必ずしもない。政府の目的は国力増強であり経済成長を底上げすること

だ。高い成長率は財政悪化や年金財源などの難題を解決してくれるし、経済大国であり続ければ国

際的な影響力も維持しやすい。 

政権や経済界がそんな動機から人口大国を望むのは自然なことかもしれない。だとすれば、逆に

なぜもっと早く人口減の歯止めに手を打たなかったのだろうか。 

戦前、社人研の前身組織は「２００５年ごろ人口減に転じる」との長期予測をすでに出していた。

実際、０８年の１億２８０８万人をピークに減少に転じたのだから驚くほど正確な予測だった。そ

れでも政府はずっと対策をとらなかった。意外な理由を林氏が明かしてくれた。「人口減は政府にと

って『望んでいた未来』だったからです」 

実は１９７０年代の政府は「人口を抑制したい」という志向が強かった。食料やエネルギーの確

保、環境負荷などの諸課題を考えれば人口が将来にわたって膨らみ続けることには無理がある――。

当時の政治家や官僚たちはそこを心配していた。 

それはひとり日本だけの常識はずれの発想ではない。７０年代初頭に発表されたローマクラブ報

告書は人口爆発、資源枯渇、環境汚染などで人類は重大危機を迎えていると警鐘を鳴らしている。

科学者や経済学者、経営者ら世界の賢人を集めたこの民間組織の提言は世界中で大反響を呼んだ。 

報告書はいま読んでも、けっして古びていない。地球はいまも有限であり、かつての警告がいま

なお重く響く。飢餓も水不足も多くの途上国では現在進行形の問題だ。 

＊ 

現時点の予測では日本の人口は約３０年後に１億人を割り、２０６５年には８８００万人台にな

る。いまより４千万人近く減ると聞けば、誰しも国家の未来に不安を抱くに違いない。ただ、半世

紀前に描かれた未来図からすればむしろ順当なことなのだ。 

「将来人口が８千万人だろうと３千万人だろうと国家は維持できる。江戸時代の人口は約３千万

人でした。いまなら長寿化による現役人口の増加という解決策もある。人口規模に合わせた社会制

度を作ればいいだけのことです」。林氏は楽観的だ。 

私も知らず知らずのうちに成長信仰のとりこになっていたのか、つい人口減が国家を滅ぼすと思

い込んでいた。半世紀前、賢人たちが地球や日本の未来を見すえて大事な答えを探してくれていた

のに、そのことをすっかり忘れていたようである。 

（原真人，編集委員） 

（出典：（多事奏論）出生数・婚姻数の急減 人口減で国は滅びるか 原真人 朝日新聞 2021 年 5 月 12 日 

承諾番号 jc-0001 朝日新聞社に無断で転載することを禁じる） 

 

問１ 図 1 から読み取れることを挙げ、これまでに学んだ知識を基にその背景として考えられるこ

とを箇条書きで挙げなさい。 

（1）グラフの読み取り 

 

（2）グラフの読み取り結果の背景として考えられること 

 

問２ 下線部の「基本的人権」とはどのようなことか。300 字以内で説明しなさい（字数には句読

点を含む）。著者の意見の引用だけではなく、基本的人権に関する解説も述べること。 

 

問３ 波線部の「政府や経済界は人口対策で何をめざしているのか」について、著者の意見を要約

し、その後あなたの意見を述べなさい。（400 字以内，字数には句読点を含む）。 


